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1.損益計算書推移
(単位：億円)

上半期

　 　

医薬品*
事業合計

除）米国決算
期変更の影響

医薬品*
事業合計

除）決算期
変更影響

上期進捗率
対 5月公表

医薬品*
事業合計

除）欧州決
算期変更の

影響

除）決算期
変更影響

前同比 <17.1> <7.5> <0.4> <-12.9> <2.5> <-14.4> <-10.0> <3.7>

売上高 2,705 2,396 2,081 4,858 9,295 7,937 2,355 56.6% 2,274 2,133 4,160 8,370 8,229

売上原価 736 544 493 1,380 2,652 1,902 579 57.9% 508 472 1,000 2,005 1,969

　売上原価率 27.2% 22.7% 23.7% 28.4% 28.5% 24.0% 24.6%  22.3% 22.1% 24.0% 24.0% 23.9%

販管費 1,362 1,269 1,095 2,695 5,280 4,834 1,099 45.6% 1,086 1,000 2,410 4,795 4,709

　販管費率 50.3% 53.0% 52.6% 55.5% 56.8% 60.9% 46.6%  47.8% 46.9% 57.9% 57.3% 57.2%

　再掲）研究開発費 379 360 342 849 1,707 1,633 327 39.9% 325 322 820 1,615 1,612

　研究開発費率 14.0% 15.0% 16.4% 17.5% 18.4% 20.6% 13.9%  14.3% 15.1% 19.7% 19.3% 19.6%
前同比 <27.6>   <-2.5> <-11.9> 　 <11.6>   <34.2> <-4.3> <15.2> <29.2>

営業利益 608 583 493 784 1,363 1,201 678 90.4% 680 662 750 1,570 1,551

　営業利益率 22.5% 24.3% 23.7% 16.1% 14.7% 15.1% 28.8%  29.9% 31.0% 18.0% 18.8% 18.9%
前同比 <35.8>   <6.7> <-4.8> <5.6>   <27.6> <-9.3> <8.5> <21.1>

経常利益 678 652 546 882 1,521 1,345 717 89.6% 719 697 800 1,650 1,628

　経常利益率 25.1% 27.2% 26.2% 18.2% 16.4% 16.9% 30.4%  31.6% 32.7% 19.2% 19.7% 19.8%
前同比 <51.7>   <35.3> <-10.4> <-13.7>   <23.5> <-34.2> <17.1> <154.8>

当期純利益 480 367 309 669 785 353 414 94.1% 401 381 440 920 900

　当期利益率 17.7% 15.3% 14.8% 13.8% 8.5% 4.4% 17.6% 17.6% 17.9% 10.6% 11.0% 10.9%

2.為替レート

　 　 　 　

円／ＵＳＤ（期中平均）  115  115

円／ＥＵＲ（期中平均）  140  140

【為替の影響】

　2007年度業績予想
　　5月発表の業績予想は変更しておりません。（業績予想の前提として、非医薬事業各社の業績は含んでおりません）
　　第1四半期には、当初業績予想には含まれていない非医薬事業各社の実績が計上されておりますが、引き続きグループ外への自立化に取り組んで
       おりますので、上半期および年度業績予想に反映しておりません。

2006年度実績

2006年度実績 2007年度

年度実績 上半期予想 年度予想

第1四半期

　第１四半期実績

　予算レートに対し、1ドル約5円、1ユーロ約20円の円安となったため、売上高67億円、営業利益12億円の増収増益要因となりました。
　
　年度業績予想
　1円の為替変動によるUSドルベースの売上高への影響は約18億円、営業利益への影響は約3億円と見ております。
　同様に、ユーロベースの売上高への影響は約5億円、営業利益に対しては軽微な影響と見ております。

年度実績

140.7 146.1

115.7 117.0

上半期予想

第1四半期

【マイナス要因】
　2006年度は、米国子会社2社について決算期の変更（12月期→3月期決算）を行っており、第1四半期は2006年1月-2006年6月の6ヶ月を計上して
　おります。
　その影響額（2006年1月-3月）は、売上高315億円、営業利益90億円、経常利益105億円、純利益58億円であります。

　当社は医薬品事業への集中を図るため、非医薬品事業のグループ外自立化を進めてきました。2006年度中に、連結子会社のうち、和光堂（株）、
　富士製粉（株）、第一化学薬品（株）、（株）第一ラジオアイソトープ研究所、三共アグロ（株）、目黒化工（株）、三共エール薬品（株）、
　第一メディカル（株）等が連結除外となっております。

　
 2007年度第1四半期実績（前期との比較）
【プラス要因】
　2007年度は、欧州子会社の第一三共ヨーロッパGmbH（DSE）について決算期の変更（12月期→3月期決算）を行っており、第1四半期は2007年1月-
　2007年6月の6ヶ月を計上しております。
　その影響額（2007年1月-3月）は、売上高141億円、営業利益18億円、経常利益21億円、純利益20億円であります。

*「医薬品事業合計」については、2007年度予想との比較を容易にするために、継続対象としている事業について記載しております。 従って、決算上の医薬品事業とは異なります。
　 また、前回（5月発表）からの変更点として、非医薬事業の外部化に伴って発生した特別損益（売却益等）は「医薬品事業合計」から除外して再計算しております。

【特記事項】

第１四半期

2007年度

年度予想

142.2

第1四半期

120.8

159.6

上半期

115.9
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3.グローバル製品売上高

(単位：億円)

上半期

第1四半期

　 　 前同比 　 前同比
上半期
進捗率

　 前同比 　 前同比

512 840 1,603 73.5% 531 3.6% 55.6% 955 13.8% 1,950 21.6%

98 194 422 64.9% 138 40.5% 48.5% 285 46.9% 630 49.2%

356 533 928 84.4% 228 -36.1% 51.7% 440 -17.4% 870 -6.2%

52 101 225 53.2% 149 185.4% 72.8% 205 103.9% 370 64.3%

5 12 28 56.2% 16 196.8% 62.6% 25 106.6% 80 184.5%

250 488 1,041 2.6% 295 17.9% 57.8% 510 4.4% 1,080 3.7%

　 117 210 467 -6.9% 121 3.5% 52.6% 230 9.5% 520 11.3%

90 193 384 10.6% 127 40.9% 65.1% 195 1.1% 375 -2.4%

43 85 190 14.4% 47 8.5% 55.3% 85 -0.5% 185 -2.5%

259 520 935 -34.7% 217 -16.2% 53.5% 405 -22.1% 780 -16.6%

178 348 678 -9.9% 163 -8.4% 49.5% 330 -5.2% 650 -4.1%

16 33 60 9.1% 28 77.9% 76.7% 37 13.3% 60 0.0%

65 139 198 -68.4% 25 -61.1% 66.1% 38 -72.6% 70 -64.6%

4.海外売上高  

(単位：億円)

上半期

第1四半期

　 　 前同比 　 前同比
上半期
進捗率

　 前同比 　 前同比

北米* 802 1,350 2,419 32.4% 561 -30.0% 56.7% 990 -26.6% 2,040 -15.7%

欧州** 276 446 843 -14.3% 391 41.8% 73.7% 530 18.9% 900 6.7%

その他 74 151 305 16.5% 　 103 39.2% 78.9% 130 -13.9% 260 -14.8%

海外売上高 1,151 1,946 3,567 16.1% 　 1,055 -8.4% 63.9% 1,650 -15.2% 3,200 -10.3%

対売上高比率 42.5% 40.1% 38.4% 44.8% 39.7% 38.2%

その他：中国、韓国、タイ、台湾、ブラジル、ベネズエラ等

2007年度

2006年度第1四半期は、2006年1月-6月の6ヶ月分を計上しており、1月-3月の実績は、156億円（＄135mil）であります。

（10mil EURO）であります。

*米国オルメサルタン（製品名：ベニカー）の2006年度実績は、決算期の変更により、2006年1月-2007年3月の15ヶ月分を計上しております。

欧州**

輸出 等

2006年度実績

年度

2007年度

上半期予想

　　　　第1四半期

年度予想

年度予想上半期予想

　　　第1四半期

その他

オルメサルタン
【血圧降下剤】

日本：オルメテック

*2006年度は、第一三共INC.（DSI）とルイトポルドファーマシューティカルズInc.（LPI）の2社について決算期の変更（12月期→3月期決算）
により、15ヶ月決算となっております。2006年度第1四半期は、2006年1月－2006年6月の6ヶ月決算となっており、その影響額（2006年1月-3月）
は、売上高315億円であります。

**2007年度は、第一三共ヨーロッパGmbH（DSE）の決算期を変更（12月期→3月期決算）したため、15ヶ月決算となっております。
 2007年度第1四半期は、2007年1月－2007年6月の6ヶ月決算となっており、その影響額（2007年1月-3月）は、売上高141億円であります。

**欧州オルメサルタン（製品名：オルメテック）、プラバスタチンの2007年度は、決算期の変更により、2007年1月-2008年3月の15ヶ月分を計上します。

2007年度第1四半期は、2007年1月-6月の6ヶ月分を計上しており、1月-3月の実績は、オルメサルタン64億円（40mil EURO）、プラバスタチン16億円

2006年度実績

年度

日本：メバロチン

プラバスタチン
【高脂血症治療剤】

レボフロキサシン
【広範囲経口抗菌剤】

日本：クラビット

輸出 等

特許料

米国：ベニカー/
　　　ベニカーHCT*

欧州：オルメテック/
　　　オルメテックプラス**
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5.セグメント別情報(事業別) 　 　

　 (単位：億円)

　

前同

　 国内医療用医薬品 -3.9%

　 海外医療用医薬品* -6.5%

　 ヘルスケア -11.5%

　 医薬品事業 -8.8%

　 その他事業 -57.9%

連結売上高 -12.9%

　 医薬品事業 15.1%

　 その他事業 －

連結営業利益 11.6%

　

　

　

第1四半期 構成比 構成比 　 構成比 構成比 第1四半期 構成比 前同

　 1,792 66.2% 3,420 70.4% 3,259 73.5% 6,678 71.9% 1,518 64.5% -15.3%

　 710 26.3% 1,085 22.3% 829 18.7% 1,915 20.6% 450 19.1% -36.6%

163 6.0% 273 5.6% 261 5.9% 534 5.7% 323 13.7% 98.3%

　 39 1.5% 80 1.6% 88 2.0% 168 1.8% 63 2.7% 59.1%

2,705 100.0% 4,858 100.0% 4,437 100.0% 9,295 100.0% 2,355 100.0% -12.9%

　

　

　

 

339

54

3

474

132

44

7

2,152

1,852

716

246

4,414

444

4,858

68

5

14

8

2007年度

2,355

第1四半期

99

2,258

96

-3

678

6.セグメント別情報(所在地別)

2007年度

　

1,125

1,032

44

479 924

683

479

年度

3,957 8,371

9,2954,437

580 1,363

年度

1,529 3,381

2,182 4,334

下半期上半期

233

784

上半期 下半期

2006年度実績

555 1,314

2123

2006年度実績

日本

その他

北米

欧州

2,705

229

第1四半期

1,171

1,103

112

2,475

47

1

234

594

34 373

510

759

12

607

*2006年度は、第一三共INC.（DSI）とルイトポルドファーマシューティカルズInc.（LPI）の2社について決算期の変更（12月期→3月期決算）
により、15ヶ月決算となっております。2006年度第1四半期は、2006年1月－2006年6月の6ヶ月決算となっており、その影響額（2006年1月-3月）
は、売上高315億円、営業利益90億円であります。

*2007年度は、第一三共ヨーロッパGmbH（DSE）の決算期を変更（12月期→3月期決算）したため、15ヶ月決算となっております。
 2007年度第1四半期は、2007年1月－2007年6月の6ヶ月決算となっており、その影響額（2007年1月-3月）は、売上高141億円、営業利益18億円
であります。

日本

北米*

欧州**

その他

411 1,127

連結売上高

**2007年度は、第一三共ヨーロッパGmbH（DSE）の決算期を変更（12月期→3月期決算）したため、15ヶ月決算となっております。
 2007年度第1四半期は、2007年1月－2007年6月の6ヶ月決算となっており、その影響額（2007年1月-3月）は、売上高141億円、営業利益18億円
であります。

*2006年度は、第一三共INC.（DSI）とルイトポルドファーマシューティカルズInc.（LPI）の2社について決算期の変更（12月期→3月期決算）
により、15ヶ月決算となっております。2006年度第1四半期は、2006年1月－2006年6月の6ヶ月決算となっており、その影響額（2006年1月-3月）
は、売上高315億円、営業利益90億円であります。

1,363607 580連結営業利益 678784
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7.国内の状況

主要医療用医薬品売上高（建値売上高） (単位：億円)

第1四半期

前同比 実績 前同比
上半期
進捗率

前同比 前同比

国内医療用医薬品売上高（純売上高） 1,106 2,061 4,204 1.8% 1,107 0.1% 50.8% 2,180 5.7% 4,520 7.5%

循環器関連疾患領域

オルメテック【高血圧治療剤】 98 194 422 65.4% 138 40.5% 48.5% 285 46.9% 630 49.2%

カルブロック【高血圧治療剤】 21 41 88 38.0% 25 17.8% 42.1% 60 45.1% 135 53.8%

アーチスト【高血圧治療剤】 52 96 193 5.9% 55 5.2% 47.8% 115 20.1% 230 19.2%

メバロチン【高脂血症治療剤】 178 348 678 -9.9% 163 -8.4% 49.5% 330 -5.2% 650 -4.1%

クレメジン【慢性腎不全用剤】 32 61 122 -6.4% 31 -4.1% 47.1% 65 7.2% 130 6.7%

ハンプ【急性心不全剤】 25 42 92 5.8% 26 4.2% 56.5% 46 10.1% 100 8.9%

リバロ【高脂血症治療剤】 13 25 51 23.9% 14 5.9% 40.9% 33 33.9% 70 36.4%

サンリズム【不整脈治療剤】 32 59 117 -1.3% 32 -0.6% 53.5% 60 1.7% 120 2.3%

ベプリコール【不整脈･狭心症治療剤】 6 11 23 25.8% 7 15.4% 55.8% 12 9.1% 26 13.0%

ファスティック【血糖降下剤】 15 27 54 0.6% 13 -8.1% 49.5% 27 -0.1% 55 1.9%

感染症/骨･関節/免疫･アレルギー/泌尿器

クラビット【広範囲経口抗菌剤】 117 210 467 -6.9% 121 3.5% 52.5% 230 9.5% 520 11.3%

ロキソニン【鎮痛抗炎症解熱剤】 79 149 309 8.0% 83 4.0% 48.6% 170 13.8% 350 13.2%

モービック【消炎治療剤】 29 54 107 0.7% 28 -3.5% 43.3% 65 20.1% 125 17.2%

ユリーフ【排尿障害改善剤】 8 11 23 - 11 36.2% 38.0% 29 175.6% 80 253.5%

ジルテック【抗アレルギー剤】 29 51 120 -4.8% 27 -8.9% 59.1% 45 -11.4% 95 -20.6%

造影剤/癌/消化器

オムニパーク【造影剤】 85 164 315 -9.1% 82 -3.0% 45.7% 180 10.0% 340 7.8%

オムニスキャン【MRI用造影剤】 14 27 52 -2.6% 13 -8.6% 47.9% 27 0.4% 55 4.9%

トポテシン注【抗悪性腫瘍剤】 14 26 54 12.1% 16 15.1% 55.4% 29 10.2% 60 10.5%

クレスチン【抗悪性腫瘍剤】 11 20 38 -18.2% 9 -21.3% 45.0% 19 -2.9% 37 -2.6%

フエロン【天然型インターフェロンβ製剤】 9 19 40 9.6% 10 13.5% 41.8% 24 25.9% 55 37.2%

主要ヘルスケア製品売上高 (単位：億円)

第1四半期

前同比 実績 前同比
上半期
進捗率

前同比 前同比

ヘルスケア売上高（純売上高） 112 246 479 - 99 -11.5% 38.2% 260 5.7% 520 8.5%

ルル類 13 53 100 7.7% 11 -11.7% 20.9% 55 3.1% 110 9.7%

ガスター10 10 17 36 - 9 -9.8% 50.5% 17 0.4% 39 8.6%

新三共胃腸薬類 7 14 30 2.2% 6 -9.8% 45.6% 14 -3.0% 34 15.0%

パテックス類 6 11 19 -3.5% 10 60.0% 54.1% 18 58.0% 30 56.3%

2007年度

2007年度

第1四半期

第1四半期

年度予想上半期予想

上半期予想 年度予想

2006年度実績

上半期 年度

2006年度実績

上半期 年度
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主要輸出製品売上高（建値売上高） (単位：億円)

第1四半期

前同比 実績 前同比
上半期
進捗率

前同比 前同比

レボフロキサシン【広範囲経口抗菌剤】 77 163 324 9.6% 106 38.4% 68.4% 155 -5.1% 310 -4.2%

プラバスタチン【高脂血症治療剤】 69 148 216 -66.6% 18 -73.7% 59.0% 31 -79.1% 48 -77.9%

8.海外の状況

米国子会社 - 主要製品売上高（純売上高） (単位：億円)

第1四半期

前同比 実績 前同比
上半期
進捗率

前同比 前同比

第一三共INC．（DSI） 473 736 1,304 70.3% 333 -29.6% 53.7% 620 -15.8% 1,260 -3.4%

　 ベニカー / ベニカーHCT 356 533 928 84.4% 228 -36.1% 51.7% 440 -17.4% 870 -6.2%

【高血圧治療剤】 (mil USD) (307) (460) (793) 73.9% (188) -38.8% 49.4% (381) -17.1% (759) -4.3%

ウェルコール 87 131 232 56.8% 58 -33.6% 58.0% 100 -23.8% 225 -3.1%

【高脂血症治療剤】 (mil USD) (75) (113) (198) 48.1% (48) -36.4% 54.0% (89) -21.4% (196) -1.1%

17 45 82 33.8% 29 68.2% 52.6% 55 23.1% 90 9.1%

【耳科用抗菌剤】 (mil USD) (14) (39) (71) 29.7% (24) 61.1% 50.0% (48) 24.3% (78) 10.6%

エボザック 4 13 29 22.5% 10 131.0% 68.4% 15 15.3% 32 8.7%

【口腔乾燥症状改善剤】 (mil USD) (3) (11) (25) 18.7% (8) 121.4% 64.4% (13) 17.4% (28) 11.7%

ﾙｲﾄﾎﾟﾙﾄﾞﾌｧｰﾏｼｭｰﾃｨｶﾙｽﾞInc.（LPI） 238 350 610 54.5% 119 -50.2% 59.3% 200 -42.8% 400 -34.5%

　 ヴェノファー 137 206 377 66.7% 68 -50.8% 67.7% 100 -51.5% 210 -44.3%

【貧血治療剤】 (mil USD) (118) (178) (322) 57.1% (56) -52.8% 63.0% (89) -49.9% (184) -42.8%

欧州子会社 - 主要製品売上高（純売上高） (単位：億円)

第1四半期

前同比 実績 前同比
上半期
進捗率

前同比 前同比

第一三共ヨーロッパGmbH（DSE） 159 267 516 17.8% 325 104.5% 81.2% 400 51.0% 690 33.6%

　 オルメテック / オルメテックプラス 52 101 225 53.2% 149 185.4% 72.8% 205 103.9% 370 64.3%

【高血圧治療剤】 (mil EURO) (37) (71) (154) 44.1% (94) 151.5% 63.6% (147) 108.0% (265) 71.8%

メバロチン 15 33 60 9.1% 28 77.9% 76.7% 37 13.3% 60 0.0%

【高脂血症治療剤】 (mil EURO) (11) (23) (41) 2.6% (18) 56.8% 66.9% (27) 15.8% (42) 2.9%

2007年度

2007年度

（2007年1-3月実績）：オルメテック/オルメテックプラス 64億円 （€40mil）、メバロチン 16億円 （€10mil）

フロキシンオティック

第1四半期

第1四半期

第1四半期

ベニカー/ベニカーHCT、ウェルコール、ヴェノファーの2006年度実績は、2006年1月-2007年3月の15ヶ月の実績となっております。

オルメテック/オルメテックプラス、メバロチン の第1四半期実績は、2007年1月-2007年6月の6ヶ月の実績となっております。

（2006年1-3月実績）：ベニカー/ベニカーHCT 156億円 （$135mil）、ウェルコール 39億円 （$33mil）、ヴェノファー 68億円 （$59mil）

上半期予想

上半期予想 年度予想

2007年度

年度予想

上半期予想 年度予想

2006年度実績

上半期 年度

2006年度実績

上半期 年度

2006年度実績

上半期 年度
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9.開発パイプラインの状況（5月決算発表時からの変更点）

開発ステージ

開発番号 開発ステージ変更前 開発ステージ変更後 備　　　考

CS-011 日本：ー 日本：Phase2 ・糖尿病治療剤（グリタゾン系）

AMG162 日本：ー 日本：Phase3
・抗RANKL抗体（デノスマブ）
・癌骨転移

　 日本：ー 日本：Phase2
・抗RANKL抗体（デノスマブ）
・骨粗鬆症
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